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学び合う 62 28.4 
伝え合う 34 15.6 
高め合う 18 8.3 
関わり合う 10 4.6 
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OBの面積を求めた式の rX 4J， Cの rX9J
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K児は，「Bは 1つの三角形を 4倍， Cの
式は9倍しているから，同じになる」と考え
























































えを理解し，式の rX 4Jを rX (2 X 2) J. r x 
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図7 自力解決した発展問題とふりかえり
H児は，驚きから生まれた「なぜ」を友達
と追究し，意見交換しながら新しい見方を発
見していく楽しさを味わうことができた。さ
らに，この授業で味わった楽しさは，家庭に
帰った後も探究を続ける意欲につながった。
他の算数が苦手な児童も，算数の学習に前向
きになろうとする気持ちを感想に残している。
・私は算数が苦手だけど，がんばろうという気
持ちになったと恩います.(1児)
・おもしろかったし，私は算数が苦手だけど，
とてもよくわかりました。みんなで説明しな
がらすることの大切さを改めて知ることがで
きました.先生は，よく見てよく聞くという
ことを教えてくれました。 (T児)
. sさんと言われたときはびっくりしてとまど
ったけど，たまには前1こ出るのもいいなと思
いました。 (81児)
・算数の時間に，こんなに笑ったのは初めてで
す。楽しく，わかりやすいし，相依する時間
ももらえたし，すごく充実した算数でした。
私は，算数が少し若手だったけど，努力して
算数を得意にしようと思いました。 (82児)
すべての児童の意識を最後まで本時の課題
追究に向けるためには，児童一人一人の考え
をつなげていく「コーディネータ}としての
力量Jが教師に求められる。授業がうまくい
ったと感じるときには，児童の反応がよく見
えているときである。教師が，その力量をも
っためには，何が必要なのだろうか。
今回，授業を省察していく中で，児童の反
応をうまくコーディネートできる教師の頭の
中には，授業の中の反応を位置付けたいわば
「立体的な地図」のようなものが存在するの
ではないかと感じた。
今後は，教師の力量形成の側面から，これ
を見える形に表現し.r学び合い」の授業を充
実させる要件として示す試みに挑戦したい。
O 引用・，考文献
1)国立敏育政策研究所.fOECD生徒の学習到達度開査~
2012年調査国際結果の要約-J.2013
2)文部科学省.f通常の学級に在籍する発達障害の可能性の
ある特別な教育的支媛を必要とする児童生徒に関する調査
結果についてJ.2013
3)内閣府政策統括官(共生社会政策担当).f小学生・中学生
の意.に関する測査報告書J.2014
-93 -
